
 

第６次富士宮市総合計画 

前期基本計画 

４つの取組を推進するための重点プロジェクト 案 

 

 

取組１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

取組２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

取組３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

取組４ 明るい未来を支える人づくり 

 

資料２ 



４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり   

世界遺産「富士山」をはじめとする地域の魅力を活用して、まちににぎわいを創り出すとともに、

市民にとっても住み続けたいと感じるような魅力的なまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 市民が誇れる品格ある美しいまちを形成する 
本市が有する富士山世界文化遺産の構成資産をはじめとする豊かな歴史・文化資源について、そ

の文化的価値を高める整備を行い、市民の郷土に対する誇りと愛着を育みます。 
とりわけ、富士山本宮浅間大社と白糸ノ滝周辺については、「清流の美」、「空間の美」、「庭園の美」

をコンセプトに、美しく品格があり心癒される空間として整備し、市民だけでなく国内外からの多

くの来訪者で賑わう拠点的な地域となるよう本市のイメージアップを図ります。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

景観資源の保全と活

用 

富士山を中心とした自然景観を保

全するとともに、貴重な史跡・歴史

的建造物を含む地域の景観資源を

活用します。 

景観計画・景観形成事業 
景観啓発事業 

世界遺産富士山の継

承 

世界遺産の構成資産である、史跡

富士山や名勝・天然記念物「白糸ノ

滝」の整備を進めます。 

世界遺産構成資産の環境整備事

業 

文化財の保存と活用 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に守

り伝えていきます。 

（仮称）郷土史博物館事業 
 

観光ブランディング

戦略の構築 

富士宮ならではの魅力や特徴をも

とに、統一的なブランドイメージ

やブランドメッセージを活用し、

国内外からの認知度を高めます。 

観光ブランディング戦略事業 
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地域資源を活かした

まちづくりの推進 

富士山本宮浅間大社や、富士山世

界遺産センターを中心に、回遊性

の向上を図り、門前町としてのに

ぎわいと癒しを創出します。 

世界遺産のまちづくり推進事業 

魅力の発掘・向上によ

るシビックプライド

の醸成 

市民が市のことを知り、関心を深

めるため、市の魅力や課題を広報

し、市について考える機会を提供

し、市に対する愛着心を育みます。 

シティセールス事業 
地域間交流事業 
情報発信推進事業 

プロジェクト２ 歩いて楽しめる魅力ある中心市街地を形成する 
中心市街地のにぎわい創出に向けて、その核となる施設の整備や新たな出店を支援するとともに、

商店街においてイベントの開催を促す等により、歩いて楽しめる魅力的な地域を形成し、市民や来

訪者による回遊を促します。 
また、JR 富士宮駅周辺においては、世界遺産のまちの玄関口としてふさわしい景観とユニバーサ

ルデザインに配慮した空間とするため、既存の施設を活かしつつ、待合所やトイレ、サインなどを新

たに整備します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

花と緑のまちづくり

の推進 

美しい花いっぱいのまちづくり運

動を通じて、市民協働による花壇

づくりやフラワーポット設置など

の緑化を継続し、彩りのある空間

づくりを進めます。 

美しい花いっぱいのまちづくり

事業 

水辺空間の整備 

富士山からの豊かな湧水を保全・

活用するため、湧水池の保全や、く

つろぎや潤いを感じられる親水空

間の活用を進め、湧水の魅力を発

信していきます。 

 

受け入れ態勢の整備

による誘客の促進 

ホテル誘致や施設整備などを通じ

て、観光客がゆっくりと安心して

滞在できる環境づくりに取り組み

ます。 

宿泊施設等誘致事業 

地域資源を活かした

まちづくりの推進 

富士山本宮浅間大社や、富士山世

界遺産センターを中心に、回遊性

の向上を図り、門前町としてのに

ぎわいと癒しを創出します。 

世界遺産のまちづくり推進事業 
歩いて楽しめる市街地整備 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

快適な道路交通環境

の充実 

歩行者や自転車等が快適に利用で

きるよう歩道や自転車の走行空間

の整備を進めます。 

道路新設改良事業 
無電柱化推進事業 
交通安全施設整備事業 

プロジェクト３ 自然を守り活用することで、地域の力を未来へつなぐ 
本市の豊かな自然を守ることは、市民の暮らしを豊かにし、地域の経済と健康を守る最善の投資

であり、市民が誇りを持てる自然豊かなまちを築く礎となることから、自然を守りそれを最大限活

用する取組を通じて、生態系サービスを地域へ還元し、気候変動対策・防災・資源循環・健康づくり

に結びつけるなど、誰も取り残さない持続可能な社会を目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

良好な生活環境の確

保 

大気汚染・水質汚濁・化学物質等の

環境監視測定を継続的に実施し、

必要な対策につなげることで生活

環境の保全を図ります。 

 

生物多様性保全の推

進 

自然保護団体等と連携し、希少野

生動植物の保全に努めるととも

に、草原環境や湿原環境の保全活

動を継続します。 

生物多様性地域戦略 
根原区火入れ事業 
小田貫湿原乾燥化防止等事業 

自然環境の保全と活

用 

自然観察会の開催などを通じて、

自然とのふれあいや希少種などへ

の理解を深めます。 

富士宮市域自然調査事業 
 

地下水・湧水の保全と

活用 

観測井で地下水位の定点観測を実

施するとともに、水源保全監視員

等による湧水池の巡視活動を実施

します。 

地下水位観測事業 
水源保全監視員・自然監視員に

よる巡視事業 

農林業資源の保全と

活用 

遊休農地の解消を図り、優良農地

の整備や保全に努めるとともに、

森林環境譲与税を活用し、民有林

の森林整備、担い手となる人材育

成、木材利用、普及啓発の事業を推

進します。 

遊休農地再生事業 
森林環境譲与税事業 
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プロジェクト４ 市民の日常の楽しみを創出し、地域活動の充実を図る 
地域の祭りやイベント、市民活動等を通じて地域の魅力を発信し、住民同士の交流促進を図るこ

とで、まち全体の活性化と市民の満足度向上を実現します。 
また、多世代が気軽に参加できるスポーツ環境の整備や魅力的な生涯学習メニューの提供を行う

ことにより、市民一人ひとりが日常生活の中で新しい発見や交流を楽しめる仕組みづくりを推進し

ます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

地域交流拠点の整備 

地域の交流拠点である交流センタ

ーを核に、地域における社会教育

活動や交流活動の活性化を促進し

ます。 

地域交流拠点施設整備事業 

各種コミュニティ団

体への活動支援 

自治会活動の活性化を支援すると

ともに、自治会長に対する研修会

等の開催を通じ自治会の連携・強

化を図るとともに、幅広い世代が

自治会活動に関わることを促進し

ます。 

自治会ＩＣＴ化促進事業 

多文化共生社会の醸

成 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、やさしい日本語の普

及啓発や日本語学習支援を充実さ

せ、相互理解できる環境づくりを

進めます。 

多文化共生社会の推進事業 
国際理解推進事業 
多言語対応の充実 

文化芸術活動の活性

化 

市民が気軽に芸術に触れたり、創

作・表現活動できる機会を創出す

るとともに、文化芸術活動に取り

組む市民や団体などを支援しま

す。 

 

スポーツに親しむ環

境づくりの推進 

一人ひとりの体力や好みに合わせ

て選択できるスポーツ教室やスポ

ーツイベントの充実を図ります。 

スポーツ交流事業 
 

誰もが学び合える学

習活動の推進 

生涯学習活動の啓発や相談・支援

を行うとともに、ＩＣＴの活用な

ど多様な学習機会の提供や情報発

信を行います。 

魅力的な生涯学習メニューの提

供や学びあいの推進 
読書と読み聞かせ推進事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

プロジェクト５ 地域と人の魅力を活かして、観光客の滞在時間を延ばす 
朝霧高原と富士山本宮浅間大社周辺、芝川地区の各エリア間の回遊促進とそれを受け入れる宿泊

機能の整備を図ることで、観光客がより長く、市内全体で充実した滞在を楽しめる環境整備を目指

します。 
また、富士山とともに歩んできた本市ならではの歴史・文化を資源として最大限活用し、市民と

観光客双方が満足できる持続可能な観光振興を図ります。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

世界遺産富士山の継

承 

世界遺産富士山の価値を伝えるた

め、市民、企業、関係団体等と連携

を図り、展示、講座、イベント等を

行います。 

世界遺産のまちづくり事業 

文化財の保存と活用 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に守

り伝えていきます。 

（仮称）郷土史博物館事業 
 

観光ブランディング

戦略の構築 

富士宮ならではの魅力や特徴をも

とに、統一的なブランドイメージ

やブランドメッセージを活用し、

国内外からの認知度を高めます。 

観光ブランディング戦略事業 

観光マーケティング

の推進とプロモーシ

ョンの強化 

観光客のニーズや動向を調査・分

析するとともに、観光資源創出や

掘り起こし、結び付け、磨き上げを

行い、観光客の誘客を図ります。 

観光マーケティング事業 
観光プロモーション事業 

受け入れ態勢の整備

による誘客の促進 

ホテル誘致や施設整備などを通じ

て、観光客がゆっくりと安心して

滞在できる環境づくりに取り組み

ます。 

宿泊施設等誘致事業 
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プロジェクト６ 富士宮市で暮らす魅力を再発見・再認識する 
豊かな「自然」、「歴史・文化」、「食」、そしてそこで暮らす「人」の魅力といった本市ならでは

の魅力の創出や磨き上げ、結び付けを行い、市民がその魅力を体験・体感する機会を創出すること

により、市民の本市に対する誇りや愛着を育みます。 
また、様々な関連する団体等と連携しながら、本市の魅力を主体的に情報発信する仕掛けづくり

を行い、市内外の多くの人たちに選ばれるまちになることを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

花と緑のまちづくり

の推進 

美しい花いっぱいのまちづくり運

動を通じて、市民協働による花壇

づくりやフラワーポット設置など

の緑化を継続し、彩りのある空間

づくりを進めます。 

美しい花いっぱいのまちづくり

事業 

水辺空間の整備 

富士山からの豊かな湧水を保全・

活用するため、湧水池の保全や、

くつろぎや潤いを感じられる親水

空間の活用を進め、湧水の魅力を

発信していきます。 

 

文化財の保存と活用 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に

守り伝えていきます。 

（仮称）郷土史博物館事業 
 

戦略的なシティプロ

モーションの推進 

市が持つ様々な魅力を市内外に広

く発信し、市のイメージアップを

図ります。 

情報発信推進事業 
ホームページ発信事業 

魅力の発掘・向上によ

るシビックプライド

の醸成 

市民が市のことを知り、関心を深

めるため、市の魅力や課題を広報

し、市について考える機会を提供

し、市に対する愛着心を育みます。 

シティセールス事業 
地域間交流事業 
情報発信推進事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準年 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
1 人あたり平均観光消費額（宿泊費を除く） ４，０００円 ４，５００円 
市主催の生涯学習講座を受講した人の割合 １７．９％ ２１．５％ 
する、みる、ささえるのいずれかの形でスポーツに親

しんだ人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 

富士宮市公式ＳＮＳの登録者数 ５４，６９６人 ８４，０００人 
関係人口創出数 １０，９９２人 １６，０００人 

 

主観指標 

指 標 
基準年 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は賑わいがあり魅力的なまちであると思う

人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり   

人口減少が進む中、市民一人ひとりが協力し合い、安心して暮らせる生活環境や希望を持てる就

労環境を整え、若者や女性にも住みたいと思われるまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 出会いをつなぎ、結婚・出産までを共に育む 
結婚・出産を希望する人に、精神的な不安や経済的な負担などから結婚や出産をためらうことが

ないように、将来の生活に希望を持てる機会の創出と意識の醸成を図ります。 
また、若者や女性が将来設計を描きやすい各ライフステージを見守る温かな社会的サポート体制

を構築し、安心して暮らせる地域づくりを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

多様性についての理

解の促進 

ジェンダーギャップ解消に向けた

意識改革により、男女共同参画社

会を実現する基盤をつくります。 

男女共同参画推進事業 

若者の思いが実る環

境づくり 

出会いや結婚、妊娠出産を希望す

る若い世代を支援するとともに、

こどもの誕生前から乳幼児期まで

の子育て中の家庭を支援します。 

出会い・交流応援事業 
妊娠・出産・子育てシェアサポー

ト事業 

魅力的な就労環境の

創出 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心し

て働くことができる環境整備に努

めます。 

勤労者福祉事業 

空き家対策の推進 

空き家は今後も増加することが見

込まれるため、管理不全な空き家

が増えないよう、空き家の状況に

応じた適切な対応を進めます。 

空き家対策事業 
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プロジェクト２ 地域が一体となって、子育てを応援する 
子育てする人が孤立することなく、安心して暮らしていけるように、各種相談体制を充実すると

ともに、親同士や地域の支援者等と気軽に交流できる機会を創出します。 
また、子育てする人が、仕事などの社会活動を行えるように、保育や放課後児童クラブ等の受入れ

を充実させるともに、育児休業の取得などを積極的に促す子育て応援企業を推奨し、地域全体での

子育て環境を底上げします。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

地域における子育ち・

子育ての推進 

地域における子ども・子育て支援事

業の提供体制の充実を図るととも

に、市民や企業などとの交流・連携

を行うことにより、地域全体で子育

てを行う機運を高めます。 

放課後児童健全育成事業 
母子健康相談・健康教育・訪問

事業 

保育・就学前教育の体

制整備 

保育園、認定こども園、小規模保育

所、幼稚園等においてこどもの発達

に応じた質の高い保育や教育を提

供します。 

就学前教育・保育施設施設整備

事業 
 

こどもや家庭への多

角的な支援 

関係機関との連携を図り、発達が気

になるこどもの早期発見に努め、助

言や指導を行うとともに、各種手当

や給付金の支給、こども医療費の助

成等により、出産や子育てに伴う家

計負担の軽減を図ります。 

こども医療費助成事業 

育成環境の充実 

家庭教育学級、地域の青少年声掛け

運動、地域学校協働活動推進によ

り、家庭と地域の教育力の向上を図

るとともに、青少年相談センターで

は、様々な相談に応じるため、学校

や福祉部門と連携を図りながら、教

育相談・体制の強化を図ります。 

青少年教育相談事業 
地域学校協働本部事業 

魅力的な就労環境の

創出 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチン

グ事業 

多様なニーズに対応

した公園整備の推進 

地域及び利用者のニーズや目的等

を考慮しながら、子どもから高齢者

まで幅広い世代が気軽に訪れ、心癒

され、楽しめる公園づくりを進めま

す。 

都市公園等整備事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

プロジェクト３ 魅力的な仕事と多様な働き方の選択肢を提供する 
優良企業の誘致や既存企業の留置、サテライトオフィスの誘致等を積極的に進め、多様な働く場

の選択肢を提供することで、特に若者や女性が安心して長期的に暮らし、働き続けられる環境整備

を図ります。 
また、若者や女性をはじめとする全ての市民が希望に応じた仕事や働き方を市内で実現できるよ

うにするため、市内事業所等と協力して多様な働き方の実現を目指すとともに、起業やスタートア

ップ支援、事業承継など、事業者の抱える様々な課題の解決に向けた伴走型支援を行います。 
 
（関連する主な取組） 

具体的な施策 概 要 取 組 

多様性についての理

解の促進 

女性の活躍の場を拡げ、働きやす

く、仕事と生活のバランスがとれ

た、だれもが活躍できる環境をつく

ります。 

男女共同参画推進事業 

若者の思いが実る環

境づくり 

出会いや結婚、妊娠出産を希望する

若い世代を支援するとともに、こど

もの誕生前から乳幼児期までの子

育て中の家庭を支援します。 

出会い・交流応援事業 
妊娠・出産・子育てシェアサポ

ート事業 

魅力的な就労環境の

創出 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチン

グ事業 

地域に根差した人材

の確保 

将来の人材確保に向け、若い年代か

ら働くこと・地元企業を知ってもら

うことを目的に、市内の小中学生や

高校生に対し企業紹介を行うなど、

地元で働くことに対する機運の醸

成に努めます。 

ＵＩＪターン者就業支援事業 

戦略的な企業誘致・留

置の推進 

首都圏等にあるＩＴ企業や先進企

業等の誘致により、多種・多様な働

く場の創出につなげるとともに、進

出企業と市内の既存企業の交流と

連携を促し、新産業及び成長産業へ

の参入支援を図ります。 

企業立地推進事業 

経営課題の解決に向

けた支援 

事業者訪問や関係機関との連携等

により、市内事業者の実態やニーズ

を把握し、情報提供をはじめ、事業

活動への支援を積極的に行います。 

中小企業総合支援事業 
中小企業対策事業 
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生産基盤の整備促進 

農地中間管理事業の活用による農

地の集積・集約化を進めるととも

に、森林の適正管理と木材生産の持

続的な確保を図るため、基盤整備を

推進します。 

遊休農地再生事業 
スマート農業推進事業 
森林環境譲与税事業 

 

プロジェクト４ 若い世代に多様な住環境の選択肢を供給する 
富士山をはじめとする本市の豊かな地域資源や暮らしやすい環境、住宅取得に対する優位性を生

かして、若い世代のニーズや多様なライフスタイルにも柔軟に対応した住宅供給を促進し、移住・

定住しやすい環境づくりを目指します。 
また、若い世代の住宅取得の促進と併せて空き家の発生を抑制する取組の強化を図るため、中古

住宅の安全を確保した上で流通を促すための住宅リフォームに係る助成を行います。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

若者の思いが実る環

境づくり 

出会いや結婚、妊娠出産を希望する

若い世代を支援するとともに、こど

もの誕生前から乳幼児期までの子

育て中の家庭を支援します。 

出会い・交流応援事業 
妊娠・出産・子育てシェアサポ

ート事業 

空き家対策の推進 

空き家は今後も増加することが見

込まれるため、管理不全な空き家が

増えないよう、空き家の状況に応じ

た適切な対応を進めます。 

空き家対策事業 

移住・定住の促進 

シティセールスの一環として移住

定住プロモーションを地域や民間

企業などと連携し、効果的に展開す

るとともに、移住希望者のニーズに

あった支援に取り組みます。 

移住・定住支援事業 
シティセールス事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

プロジェクト５ 地域の未来を拓くＵＩＪターンを促進する 
市外、県外等の大学へ進学した学生が、就職時の「宮帰り（Ｕターン）」を選択できる取組を推

進するため、キャリア教育などを通じて市内の企業と接する機会を増やすとともに、市内の企業の

情報を効果的に発信します。 
また、移住定住サポーターや相談窓口を充実させて、多様なニーズに対応したきめ細かな移住支

援を行うなど、地方での暮らしを希望する人を受け入れるための取組を首都圏を中心に推進してい

きます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

魅力的な就労環境の

創出 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチン

グ事業 

地域に根差した人材

の確保 

将来の人材確保に向け、若い年代か

ら働くこと・地元企業を知ってもら

うことを目的に、市内の小中学生や

高校生に対し企業紹介を行うなど、

地元で働くことに対する機運の醸

成に努めます。 

ＵＩＪターン者就業支援事業 

空き家対策の推進 

空き家は今後も増加することが見

込まれるため、管理不全な空き家が

増えないよう、空き家の状況に応じ

た適切な対応を進めます。 

空き家対策事業 

移住・定住の促進 

シティセールスの一環として移住

定住プロモーションを地域や民間

企業などと連携し、効果的に展開す

るとともに、移住希望者のニーズに

あった支援に取り組みます。 

移住・定住支援事業 
シティセールス事業 

魅力の発掘・向上によ

るシビックプライド

の醸成 

市民が市のことを知り、関心を深め

るため、市の魅力や課題を広報し、

市について考える機会を提供し、市

に対する愛着心を育みます。 

地域間交流事業 
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■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準年 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
出生率（人口千人当たり） ４．５人 ４．５人 
空き家の除却・改修費用に掛かる補助金活用件数 ２件 ５件 
移住相談窓口を利用した県外からの移住者数（累計） １３４人 ７５０人 
製造品出荷額（※基準年：令和４年） ※７９７，２７０ 

百万円 
１，０００，０００ 

百万円 
製造業の従業員数（※基準年：令和５年度） ※２０，４４５人 ２１，０００人 
第１次産業総生産額（※基準年：令和４年度） ※１１，３０８ 

百万円 
１２，２００ 

百万円 

主観指標 

指 標 
基準年 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は若者や女性が住みたいと思うような魅力

的なまちであると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 

 

- 13 -



４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり   

予測が難しい自然災害などへの備えはもとより、医療や福祉、地域コミュニティが充実し、年齢を

問わず誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 地域のつながりを強化し、災害リスクに対する不安をなくす 
様々な自然災害を想定し、災害時の備蓄品の確保等に努めるとともに、多様な情報伝達手段と地

域住民の防災意識向上を図ることで、災害発生時の迅速な対応と被害最小化を目指します。 
また、自主防災組織の強化、事業所の BCP 計画の策定・推進など、地域の防災・減災力を高め

るとともに、再生可能エネルギーや蓄電池の導入を促進し、エネルギーの地産地消や災害時にも電

力やガス等のエネルギーが供給・消費できる地域づくりを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

防災・減災力の向上 

防災研修や各種訓練の実施によ

り、自主防災会による「自助」「共

助」の意識の高揚を図り、地域防

災を担う人材を育成します。 

 

消防体制の強化 

消防体制充実のため車両更新、資

機材整備を実施するとともに職員

の資質向上を図る等、消防力の強

化に取り組みます。 

高機能指令システムの更新事業 
火災予防啓発事業 

救急体制の整備 

救急体制充実のため、メディカル

コントロール体制を通じて、医療

機関との連携を強化し、救急隊員

の養成及び資質向上を図ります。 
応急救護体制を充実させるため救

急車の適正利用の啓発及び救命講

習を実施します。 

高機能指令システムの更新事業 

エネルギーの有効活

用と地産地消の推進 

地域資源を活用した再生可能エネ

ルギーの導入や次世代型太陽電池

の導入を推進し、脱炭素化を図り

ます。 

再生可能エネルギー推進事業 
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効果的できめ細かな

情報発信の推進 

伝える相手や内容によって複数の

広報媒体を適切に組み合わせ、見

やすさや分かりやすい表現を重視

して、効果的な広報を行います。 

情報発信推進事業 

プロジェクト２ 暮らしを守るインフラの整備で、安全・安心なまちを実現する 
急激な自然環境の変化や人口減少の加速化、高度成長期に整備したインフラの老朽化といった課

題に直面する中、こうした現状を踏まえながらも、暮らしを日常から守り、万一の事態にも強く対応

できる仕組みを整えます。 
防災・減災と国土強靱化を軸とした安全基盤の強化やインフラの長寿命化と安全性の維持管理の

徹底、移動と交通の安全・利便性を高める交通インフラの整備を行うことにより、未来につながる安

全・安心のまちを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

交通安全施設等の整

備 

通学路及び未就学児が集団で日常

的に移動する経路等を中心に、反

射鏡（カーブミラー）、区画線、道

路照明灯等の整備を進めます。 

交通安全施設整備事業 

防災・減災基盤の強靭

化 

建築物の耐震化・減災化を進める

とともに、生活者視点から、避難

所の環境改善を目指し、防災倉庫

の設置や非常用食料等の防災資機

材の整備に努めます。 

事前都市復興事業 
無電柱化推進事業 

都市基盤整備の促進 
富士宮駅周辺を中心に景観やユニ

バーサルデザインに配慮した、効

果的な整備を進めます。 

歩いて楽しめる市街地整備 

安全・安心な道路ネッ

トワークの確保 

安全で快適な道路ネットワークを

形成するため、都市計画道路の整

備を進めます。 

都市計画道路整備事業 

広域幹線道路の整備

促進 

隣接自治体との主要な連絡道路と

なる国道 469 号（富士南麓道路）

の整備促進、一般広域道路富士富

士宮道路の建設促進を関係機関に

強く働きかけます。 

道路新設改良事業 

交通ネットワークの

充実 

ＡＩや情報通信技術を活用し、広

い世代に配慮した利便性の高い交

通システムを検討していきます。 

生活交通確保対策事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

効率的かつ効果的な

マネジメントの推進 

施設・設備の改修や修繕、長寿命

化に向けた取組を計画的に実施す

る。 

公共施設総合管理事業 

プロジェクト３ 世代を超えて支え合い、地域が一体となって健康寿命を伸ばす 
高齢化が進む現代において、若い世代と高齢世代が互いに学び合い、地域全体の力を結集して病

気に対する予防と自立支援の強化を図り、健康寿命の延伸を目指します。 
そのためには、日々の暮らしを支える仕組みづくりが重要であることから、世代を超えた支え合

いの仕組みを地域の基盤として定着させ、地域包括ケアの連携強化を核に、病気を未然に防ぎ、機

能低下を遅らせ、地域で支え合う循環を作る取組を強化します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

スポーツに親しむ環

境づくりの推進 

誰もが、一人ひとりの体力や好み

に合わせて選択できるスポーツ教

室やスポーツイベントの充実を図

り、生涯にわたってスポーツに親

しめる環境を整備します。 

スポーツ交流事業 

心と身体の健康づく

りの推進 

各世代の健康課題に対応した保健

事業に取り組むとともに、心の健

康づくりの推進のため、周知啓発

と支援体制の整備に努めます。 

健康診査事業 

保健・健康維持の体制

の強化 

フレイルや要介護状態への移行を

予防するため、高齢者自身による

取組や地域活動への参加を支援す

るとともに、関係機関や団体と連

携し介護予防事業に取り組みま

す。 

介護予防事業 

「地食健身」の推進 

地場産品を活用した講座等を行う

ことで、生産者の想いを知り、地

元食材への理解を深めるとともに

地産地消を進めます。 
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プロジェクト４ 地域とともに、医療・福祉のネットワークを構築する 
少子高齢化や医療・介護ニーズの多様化が進む中、医師・看護師・介護従事者だけでなく、行

政、学校、企業、地域住民等が一体となって支え合う仕組みが求められていることから、こうした

多様な主体が互いの専門性と地域資源を尊重し合い、情報と人材を適切に結ぶ医療・福祉のネット

ワークの構築を目指します。 
また、地域の基幹病院である市立病院については、医療 DX の推進や高度医療機器の更新、かか

りつけ医との連携強化等により、市民への安心を提供します。 
 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

地域医療体制の確保 

医療機関及び関係団体等との連携

を強化し、地域医療環境を守り、

支えるための体制づくりに努めま

す。 

 

市立病院の医療環境

の充実 

地域の中核病院として急性期機能

の高度化を図るため、施設及び最

適な医療機器の整備を推進すると

ともに、病院ＤＸの推進により職

員の負担軽減及び患者サービスの

向上を図ります。 

市立病院の施設改修に向けた取

組 
病院情報システム更新及び病院

ＤＸ推進 
高度医療機器更新等整備事業 

包括的な支援体制の

構築 

地域住民が世代を超えた地域づく

りをできるようにするために、富

士宮市社会福祉協議会と協力し、

核地域における地区社会福祉協議

会を支援します。 

重層的支援体制整備事業 

地域づくりを担う連

携の推進 

地域住民等が地域生活課題に関す

る相談を包括的に受け止め、情報

提供や助言を行うとともに、必要

に応じて支援関係機関につなぐこ

とのできる体制の整備をします。 

重層的支援体制整備事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

プロジェクト５ 安心して住み慣れた地域で暮らし続けられる環境を創出する 
全ての市民が住みたいと希望する場所で安心して生活を継続できるように、地域コミュニティの

維持・強化をはじめとする人と人とがつながる地域づくりを推進します。 
また、高齢者を敬い、地域全体で支え合う持続可能な生活環境を創出するため、買い物や移動手

段を維持するとともに、元気な高齢者の活動を応援する取組を進めます。 
さらに、行政手続のオンライン化や地域の実状を反映した行政サービスの提供を行うなど、そこ

に住む人たちの利便性やつながりを高めるためのデジタル技術の活用を推進します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

持続可能なコミュニ

ティづくりの促進 

幅広い世代が自治会活動に関わる

ことを促進するとともに、地域活

動の役割や必要性について市民に

情報提供を行い、コミュニティ意

識の高揚を図ります。 

 

多文化共生社会の醸

成 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、やさしい日本語の普

及啓発や日本語学習支援を充実さ

せ、相互理解できる環境づくりを

進めます。 

多文化共生社会の推進事業 

防犯対策の強化 

市民の防犯活動に対する支援を継

続し、関係機関と連携し地域が一

体となって犯罪を防止する体制の

強化を図ります。 

防犯まちづくり推進事業 

地域生活支援体制の

充実 

住民等の多様な主体が参画し、地

域における高齢者等の困りごとを

もとに、必要な支援の創出につい

て協議します。 

高齢者つながり・生きがい創出

事業 

持続可能な交通シス

テムの推進 

地域の実情に即した移動支援な

ど、共創型の交通システムを推進

します。 

生活交通確保対策事業 

地域特性を活かした

集落環境の形成 

郊外部における既存中心集落の拠

点性向上や、集落環境の整備を進

めるとともに、地域の特性を生か

した定住推進などを支援します。 

市街化調整区域空き店舗等利活

用事業 

DX による市民サービ

スの向上 

オンライン申請やオンライン手続

をさらに進め手続きなどがデジタ

ル完結する仕組みを整えます。 
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■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準年 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
自主防災組織による防災訓練実施率 ７０％ １００％ 
道路・橋りょう施設長寿命化率 
橋りょう長寿命化修繕化率 
舗装長寿命化修繕化率 
※舗装個別施設計画に基づく長寿命化修繕化率 

 
橋りょう１６．７％ 
舗装     ０％ 

 
橋りょう６６．７％

舗装  ２３．４％

健康寿命（平均自立期間）（男性） 
            （女性） 

７９．８年

８４．４年

８０．８年

８５．３年

診療所等から市立病院への紹介率 ７８．６％ ８０．０％ 
する、みる、ささえるのいずれかの形でスポーツに親

しんだ人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 

日本語学習支援に関わる人数（日本語ボランティア

数） 
１００人 ２２０人 

主観指標 

指 標 
基準年 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は誰もが健康で安心して暮らせるまちであ

ると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

４ 明るい未来を支える人づくり   

幸福を実感できる明るい社会を目指し、未来を担う人材の育成や市外に住みながら継続的に地域

に関わる人を創出するまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 協働によるまちづくりで未来を拓く 
市民や企業等が行政と対等なパートナーとして政策形成や施策実施、評価を共同で進めるなど、

行政サービスに利用者のニーズを的確に反映させる取組を推進します。 
市民協働を通して、市民一人ひとりが主体的に地域課題の解決や地域づくりに参画する仕組みを

構築し、行政サービスの質の向上や透明性、説明責任の確保による持続可能なまちづくりを推進し

ます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

多様な主体との連携

強化 

行政課題の解決に向けて、国・県・

市町村、企業、大学など多様な主

体と広域的に連携強化を図りま

す。 

富士山ネットワーク会議事業 
富士地区広域行政連絡会事業 

市民参画・市民協働の

促進 

市民の公益活動を促進し、市民活

動の活性化を図るとともに、市民

活動団体や様々な担い手との協働

を進めます。 
企業、大学など多様な主体との官

民連携により、市民の満足度を向

上させる取組を進めます。 

ＮＰＯ等市民活動促進事業 
富士山ＳＤＧｓ推進事業 

多様な市民活動への

支援 

多様な市民活動団体が互いに交流

する機会を創出し、それぞれの団

体の特性を生かした団体連携によ

る活動や、新たに市民活動を始め

る市民や団体の活動を支援しま

す。 

市民活動応援事業 
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協働意識の醸成と人

材育成 

市民活動団体の活動を発信し、新

たな活動を始めるきっかけづくり

と共同意識の醸成に努めるととも

に、市民活動の新たな担い手の育

成を図ります。 

ＮＰＯ等市民活動促進事業 
市民活動（まちづくり）人材育成

事業 

関係人口の創出・拡大 

若者チャレンジ支援施設及び地域

おこし協力隊制度を活用し、市街

の若者世代を中心に関係人口の創

出及び市民との交流につなげま

す、 

地域間交流事業（若者チャレン

ジ支援施設運営、地域おこし協

力隊の活用） 

 

プロジェクト２ 学びを力に、未来の担い手を育成する 
グローバル化やデジタル化が急速に進展する中、市民の幅広い世代が、必要な知識・技能・価値

観を身に付ける機会を増やし、地域社会に積極的に参画できる人材を育成します。 
次代を担う子どもたちや若者に対して、多彩な学びと経験の機会を提供し、自立心や創造性、協

調性など社会で必要とされる資質・能力を育むとともに、全ての市民に対して、生涯学習や地域活

動への参加促進を通じて、市民全体が主体的に地域づくりに関わる風土を醸成し、「未来の富士宮

市の担い手」の育成を進めます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

グローバル人材の育

成 

国際社会においての積極性やコミ

ュニケーション能力を高め、グロ

ーバル社会に対応できる人材の育

成を図ります。 

中高生の海外派遣事業 
都市交流事業 

確かな学力を育む教

育の推進 

確かな学力が育つ授業の充実を図

るとともに、学校教育活動全体を

通じて、人間関係を築き、徳のあ

る人間性とたくましい体を育てる

環境づくりを推進します。 

富士山学習の推進 

誰もが学びあえる学

習活動の推進 

生涯学習活動の啓発や相談・支援

を行うとともに、ＩＣＴの活用な

ど多様な学習機会の提供や情報発

信を行います。 

魅力的な生涯学習メニューの提

供や学びあいの推進 
地区公民館事業 
読書と読み聞かせ推進事業 

効率的かつ効果的な

マネジメントの推進 

限られた人員で行政課題に対応す

るため、時代に応じた効率的な組

織を整備するとともに、職員の質

の向上を図ります。 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

ＤＸによるスマート

行政の推進 

職員の保有データ取り扱いのリテ

ラシー向上を進め、セキュアなデ

ータ運用や連携による情報共有を

すすめ、効率的な業務運用を目指

します。 

 

プロジェクト３ 富士宮市の応援団を増やし、共に明るい未来を創る 
富士山をはじめとする豊かな自然環境や歴史・文化資源など、本市が持つ魅力的な資源を最大限

に活用して、ふるさとである富士宮市に愛着を持つ人や富士宮市に魅力を感じる人など、市外に在

住する富士宮市の応援団（関係人口）との共創によるまちづくりを推進します。 
また、本市だけでは解決が困難な課題などに対して、国や県、近隣市町村、民間企業等との市域

を超えた広域的な連携を進め、その解決に取り組みます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

多様な主体との連携

強化 

行政課題の解決に向けて、国・県・

市町村、企業、大学など多様な主

体と広域的に連携強化を図りま

す。 

富士山ネットワーク会議事業 
富士地区広域行政連絡会事業 

戦略的なシティプロ

モーションの推進 

市が持つ様々な魅力を市内外に広

く発信し、市のイメージアップを

図ります。 

情報発信推進事業 
ホームページ発信事業 

移住・定住の促進 

シティセールスの一環として移住

定住プロモーションを地域や民間

企業などと連携し、効果的に展開

するとともに、移住希望者のニー

ズにあった支援に取り組みます。 

移住・定住支援事業 
シティセールス事業 

関係人口の創出・拡大 

ふるさと納税制度及びデジタル技

術を活用し「関係人口」の創出に

取り組むとともに、シティセール

スを推進します。 

ふじのみや寄附金事業 
シティセールス事業 
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プロジェクト４ 多様性を尊重し、誰もが輝く未来を創る 
多様性を尊重しながら、個性や能力を最大限に発揮させる取組を進めることにより、性別・年齢・

障がいの有無・国籍などに関係なく、一人ひとりが自分の力を最大限に発揮できる社会の構築を目

指します。 
 また、社会全体のウェル・ビーイングを高め、持続可能性と公正さを両立させつつ、国際的な視点

を取り入れた世界に誇る魅力ある地域づくりを進めます。 
 
 

具体的な施策 概要 取組 

多様性についての理

解の促進 

性別、世代、障がいの有無等に関

わらす、誰もが安心して暮らせる

まちをつくるとともに、ジェンダ

ーギャップ解消に向けた意識改革

により、男女共同参画社会を実現

する基盤を作ります。 

男女共同参画推進事業 

人権の尊重・非核平和

の推進 

市民一人ひとりが人権への理解を

深め、互いの人権を尊重し合える

よう、人権の啓発を推進するとと

もに、平和に対する市民の意識向

上を図ります。 

被爆地への中学生派遣事業 

多文化共生社会の醸

成 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、相互理解できる環境

づくりを進めます。 

多文化共生社会の推進事業 
国際理解推進事業 
多言語対応の充実 

地域福祉意識の向上 

富士宮市社会福祉協議会、地区社

会福祉協議会、民生委員児童委員

協議会を通して、地域福祉意識の

啓発を図ります。 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 

 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準年 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
関係人口創出数 １０，９９２人 １６，０００人 
富士宮市公式ＳＮＳの登録者数 ５４，６９６人 ８４，０００人 
移住相談窓口を利用した県外からの移住者数（累計） １３４人 ７５０人 
包括連携協定締結数 １９件 ２９件 
市主催の生涯学習講座を受講した人の割合 １７．９％ ２１．５％ 

主観指標 

指 標 
基準年 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市では、将来の地域を支える人材が育ってい

ると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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